
2017年5月14日、公益財団法人宮城県伊
豆沼・内沼環境保全財団は，環境省などが主
催する野生生物保護功労者の今年度の表彰に
おいて、環境大臣賞を受賞しました。
この賞は野生生物保護思想の普及啓発、保

護のための環境管理、生態調査、研究活動な
どに顕著な功績のあった方々を表彰するもの
で、財団がボランティアや地元の方々、行政
機関と長年連携して取り組んできた自然再生
や外来魚防除の成果が評価されました。
環境大臣賞は財団にとって初めての受賞で

す。これまでの取り組みは、財団だけではなく、
地元の市民をはじめ、多くの保全団体、研究機
関、行政機関の協力なしには達成しえないもの
でした。今回 の受賞は、財団だけでなく、沼に
かかわる多くの皆様のご尽力に対する総合的
な評価であると考えています。 伊豆沼・内沼は、
国指定鳥獣保護区、国の天然記念物、ラム
サール条約などの指定をはじめ、近年では東
アジア・オーストラリア地域フライウェイパート
ナーシップへの参画、重要湿地 500 への選
定など、その重要性はますます高まっています。
今回の受賞では、自然環境保全に対するさら
なる発展をも期待されています。これからも、
着実に伊豆沼・内沼の自然環境の保全に取り
組んでいく所存です。今後ともご支援・ご協力
のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

表彰状を手にする
菊地永祐理事長（上）

環境大臣賞の表彰盾(下）



平成29年度 伊豆沼・内沼自然体験講座のお知らせ

今年度も、皆様に伊豆沼・内沼の自然と触れ合える体験講座を企画しました。季節によって姿を変えていく、
伊豆沼・内沼の自然を感じながら楽しみましょう。第７～１０回の申込みは、１０月１日（日）より受付けいたします。
内容は後日掲載いたします。詳細等につきましては、下記連絡先までご連絡ください。

第1回・2回 水辺の生き物採集と観察会
日時：6月17日（土）10:00～13:00

7月17日（月）10:00～13:00

第3回・4回 昆虫採集と標本作り
日時：7月23日（日）10:00～15:00

8月 5日（土）10:00～15:00

第5回・6回 伊豆沼漁師体験
日時：8月20日（日）10:00～13:00

9月17日（日）10:00～13:00

<事務局>
〒989-5504宮城県栗原市若柳字上畑岡敷味17-2
(公財)宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団
ホームページ:http://izunuma.org/
Tel:0228-33-2216 Fax:0228-33-2217
E-mail:izunuma@circus.ocn.ne.jp

伊豆沼・内沼生き物図鑑 ニッコウキスゲ

梅雨の時期、栗駒山に広がる世界谷地湿原はオレンジ色の
花に覆われます。この花の名はニッコウキスゲと言い、花が美
しく世界谷地の群落が見事なことから、栗原市の花に指定され
ている名花です。
湿原の花という印象の強いニッコウキスゲですが、実は棚田

や草原など日当たりのよい場所に広く分布する植物です。しか
し、棚田や草原の放棄、管理が不足のため、山奥の湿原以外
ではほとんど見られなくなってしまいました。
伊豆沼・内沼サンクチュアリセンターの敷地内には、道路工

事で失われそうになっていたニッコウキスゲが移されています。
世界谷地より早めの5月下旬に斜面をオレンジ色に染めていま
す。

伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター敷地内に咲くニッ
コウキスゲ

仙台市立加茂中学校の生徒が
ジオパーク学習で来館しました！

職員による解説や館内見学で伊豆沼・内沼の
成り立ちや自然について学習しました。

ＮＨＫラジオに出演 伊豆沼・内沼を全国にＰＲしました

5月8日、くりでん旧若柳駅舎でＮＨＫラジオ第一「旅
ラジ！」の公開生放送がありました。「旅ラジ！」は、ラ
ジオイベントカーが全国各地を巡り、車のステージ上
でアナウンサーと地元ゲストが地域の魅力を語る番組
です。今回は県内4か所を巡る旅で、その初回の放送
が栗原市でした。先日オープンしたばかりのくりでん
ミュージアムの話題を中心に、栗原市が養殖発祥の地
であるイワナを使ったお寿司や、栗原市が誇る観光名
所の一つ伊豆沼・内沼が紹介されました。当財団もゲ
ストの一人として、夏に咲くハスの花々や冬に大挙して
飛来する渡り鳥といった伊豆沼・内沼の魅力を宣伝しま
した。


